














東工大 ･理 上 野 陽太郎
§1. SKモデル
sKモデルの静的性質については,不可解だった Parisiの解の物理的解釈もなされて,1)ほぼ
解決したと言える｡即ち Parisi関数 q(x)は,異った解の間に,磁化の重なりが qである確率




















式(1)の因子 2/3はく >Jの平均の違いから生 じてくるo 図 1の結果を使うと, xq=0(N)の
ゆらぎが生じる｡これはゆらがない秩序変数の部分0(〟)と同じである｡ん≠0の場合にもこ











































>dl｡なら,ほんとの (ェルゴー ト的 )ゆらぎをもつA型しかないだろう｡
実験でもこの予想を支持する結果がある｡ Maloz占moffらによれば,3)GdAlはT<T で,C
M/H- xo-xIEb,o･30≦bS0･55






W (q )- T rsT rs′psps′♂(q - q SS′)










最後に 3Ⅰ)lsingモデルにおける最近の計算実験について触れる｡ Bhatt& Young5)は(5)
のW(q)を求め,9- (3-<q4>/<q2>2)/2-i(Ll/y(T-Tc))のサイズ依存性から,
Tc/I- 1･2での相転移を得た(y- 1･4,P=0･5,γ- 3･2)｡問題はT≦Tcでサイズ依存
性がないことである｡ 彼らはLCDとしてKT的相の可能性を指摘している｡Ogielski&Mor-












xq-字 nss2-1汗 γp-軒 x'p
3次元では, αp- -0152, Pp-0･41, γp- 1･66だから,x-2と仮定すれば,
･= 2-(2-｡p)x = -3･04
p- 0･82,γ- 3･32,i/= 1･65
∂はェに無関係に決る｡a- 1十 γ/♂-5･05｡これらの結果は最近の Omari7)の結果 (α
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